在宅合宿？テニス
2020年（令和２年）８月９日（日）10日（月）。コロナ禍のなか、猛暑のなかで、連日四時間ずつ、恐れも疲れも知らない不良中高年たちによるテニスが行われました。
緊急事態宣言の解除とともにコートの利用は再開されたものの、その後、あいにくのザ・梅雨な長雨もあり、ほとんどの人にとって、しばらくテニスはお預け状態でした。その間に、東京アラートやら感染拡大警報やら、挙句の果てに緊急地震速報の誤報もあったり、そしてこんどは熱中症警戒アラート！　こんなに立て続けに出されては、感覚が麻痺するのもしかたありません。そのせいか、理性というより野性で、テニス好きが集まってしまいました。でも、ちゃ～んとコート利用の約束ごとを守って、ゲーム後の握手など濃厚接触ナシで、久しぶりのテニスを楽しみました。
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　あらあら、せっかくの記念撮影なのに、女性陣ばかりか男性陣もＵＶケアのサングラス姿で、お顔が見えませんね。そんな中で素顔をしっかり披露されているのは、イケメン・レジェンド84歳、若々しい白いウエアも光っています。足元にちょっとくたびれた水色のラケットバッグがありますが、この中には、金の延べ板が何枚も入っているという噂があります。
★しっかし、猛暑。中高生の部活並みにハードな、まるで合宿。
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　皆さん、コロナにも猛暑にも負けず、上の写真のようにいつも通りにテニスをされていました。泣き言も言わずに身体を動かすこの先輩がたは、かなりの忍耐力をお持ちなのか、それともちょっとどこかがおかしい人たちなのでしょうか。
実は筆者は、へろへろ。思えば、ここ数か月間、在宅勤務でオーバーワークな日々。ゴミ捨てとポスト以外、一歩も外に出ずにひたすらＰＣに向かうような日も少なくありませんでした。おかげで見事なコロナ太り。しかも梅雨明け早々いきなりの猛暑で、とても身体がついていけない。一日目は水分をとってもとっても喉がかわき、時間を経るにつれて１ゲームがどんどんしんどくなるし、帰宅後は足がつる始末。二日目も同様で、いつもひどいサーブはさらにひどくなり、いつもはマシなバックハンドさえ足の踏ん張りがきかずにタイミングを逸する始末。総じてずたぼろでした。
　というわけで、最高気温38度の地もあったというこの猛暑二日間テニスは、一応各自自宅で寝起きしてはいましたが、さながら中高生の部活合宿で、在宅勤務ならぬ在宅合宿の様相を呈していました。こんなハードなテニスでしたが、合間に買ってきたガリガリ君に「当たり」が1本♪　がんばれば、いいこともあるってことなのかな？
さて、2020東京オリンピックを幻とし、戦後75年の節目も霞ませ、依然感染拡大の続く新型コロナウイルスですが、このウイルスは、今まで気づかなかった実にいろいろなことを露わにもしました。少なからずいいこともありましたが、たいていはマイナス面で、政府の〇〇ぶりはもちろん、あまりに自己中心的な人の本性、何より自身の人間としての器の小ささであったりしました。ただ、これらは、これまで気づかなかっただけで実は確かに内在していたわけで、そういう意味では、この機に気づくことができてよかったのかもしれません。そのうえで、これからどうしていくか……。やはり、いろいろな意味で、なにか大きなものに試されているような気がします。
感染拡大も猛暑もまだまだ続きそうですが、今月末には軽井沢合宿が予定されています。感染症対策を万全にしたうえでの新しい様式の合宿、ぜひご参加ください。
（松原）
